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みんなぞ活と●うま
遠賀町漕艇協会がスタート

代理の人は委任状を
税務関係語証明の交付

税務関係の諸証明の交付を受ける
人は、原則的に「本人に限り」となっ
ています。代理の人が交付申請に来
る場合は、家族でも必ず委任状もし
くは代理権授与通知書が必要です。
ただし、学園、車庫証明用評価証明

書、車検用納税証明書は除きます。

蕎定量産憲（宗覚器。＿。月
町税の納税は便利な口座振替で…………遠賀信用金属、

遠賀郡農協遠賀支所、西日本銀行芦屋支店、福岡銀行、

福岡相互銀行窓口でお申し込みください。

4月16日－4月30日
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電馨讃遠賀町長
選　　挙　e

DI＞じ〉♭明るい選挙は、わたしたち一人ひとりの手でくく「くく
選挙は、わたしたちの暮らしの願いを政治に反映　　これからの遠賀町の政治を任せる人を選別こあた

させる最大のチャンスであり、わたしたちの一票は　　って、わたしたちは冷静iこ悔いのない一票を投じた

暮しをよくするための貴重な～意思表泰です。　　いものです。

遠
賀
町
議
会
議
場

こ
ん
な
選
挙
運
動
は

（．早朝．牒冊∵

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票
を
依
頼

し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
「
戸
別
訪
壁

と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
芦
別
」
と
は
、
必
ず
し
も
有

権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工
場
も
含
ま
れ
、

「
訪
問
」
と
は
、
必
ず
し
武
者
旛
著
宅
に
入

る
こ
と
の
み
な
ら
ず
入
口
や
軒
下
で
面
接
す

る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

寓
続
開
詔
湯
醐

あ
る
特
定
の
鰭
者
の
た
め
に
、
技
票
依

頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
0

0
さ
ん
に
授
票
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の
署
名

を
集
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
戸
別
訪
問

し
て
署
名
を
集
め
る
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る

場
合
な
ど
選
挙
に
関
す
る
著
名
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

∴
圃
場
雷
零
時
ノ
ー

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
自
動
車

を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊
列
を
組
ん
で
往

来
し
た
り
、
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た

り
、
チ
ン
ド
ン
屋
を
雇
う
な
ど
、
選
挙
連
動

の
た
め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。こ

ん
な
投
票
は

無

効

で

す

次
の
よ
う
な
投
票
は
、
無
効
で
す
。

◎
技
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え
は
入

場
券
や
普
通
の
紙
や
名
刺
な
ど
に
候
補
者
の

氏
名
を
沓
い
て
毀
票
し
た
も
の
。

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
蕾
い
た

もの。◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計
な
こ

と
を
書
い
た
も
の
。

た
と
え
は
、

・
氏
名
を
、
○
や
「
　
」
　
（
　
）
印
な
ど
で

囲
ん
だ
も
の

・
氏
名
の
下
に
「
へ
」
　
「
え
」
「
さ
ん
へ
」

な
ど
と

○
山
べ
大
足

者
の
氏
名

を
白
韮
し

な
い
も
の
。

た
と
え
ば

ゴ
ム
印
を

使
用
し
た
も
の
。



馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
、
九
州
中
部
以
北
か
ら
中
国
地

方
を
対
象
に
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
を
通
じ
、
家
族
や
家
族
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
ま
す
。

▽
対
　
象
∴
家
族
単
位

▽
会
寅
　
年
二
千
円

▽
現
会
員
　
2
0
家
族

▽
申
込
先
　
尾
崎
松
井
　
登

＄
（
2
9
3
）
0
3
5
3

役
場
内
古
田
優
子

衛
（
2
9
3
）
1
2
3
4

の
中
か
ら
色
々
な
こ
と
を
修
得
し
ま
す
。
み

ん
な
元
気
で
覿
切
な
ス
カ
ウ
ト
達
で
す
。

▽
集
会
日
　
毎
過
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
か
ら

▽
場
所
　
ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス
（
旧
商
工
会

館）

▽
対
∴
象
　
小
学
三
年
生
～
高
楼
生

▽
会
費
月
千
円
と
保
険
料
な
ど
二
千
円

▽
そ
の
他
指
導
者
と
し
て
奉
仕
を
し
て
く

だ
さ
る
方
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す。

▽
申
込
先
　
今
橋
醤
店

衝
（
2
9
3
）
0
0
3
8

▽
申
込
先
　
浅
木
　
玉
野
信
彦

＄
（
2
9
3
）
1
1
0
7

オ
ン
ガ
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

体
操
教
室

菊
　
　
友
　
　
会

春
で
す
。
運
動
不
足
解
消
、
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
を
お
望
み
の
女
傑
、
週
に
一
度
音
楽
に

合
わ
せ
て
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
綾
暫
白
　
4
月
1
6
日
よ
り
毎
週
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
5
0
分
～
n
時
5
0
分

▽
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
音
楽

室

▽
会
費
月
二
千
円
、
入
会
金
千
円

▽
申
込
先
　
史
生
津
　
完
山
泰
子

舘
（
2
9
3
）
2
6
6
6

プ
ロ
の
譜
師
に
初
歩
か
ら
レ
ッ
ス
ン
し
て

も
ら
え
ま
す
。

▽
頼
皆
目
　
毎
週
水
唖
日
（
予
き

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
対
∴
象
　
初
心
者
、
ペ
ア
大
歓
迎

▽
会
費
　
月
三
千
円

入
会
金
千
円

▽
申
込
先
役
勃
内
∴
松
崎
三
保

趣
昼
（
2
9
3
）
1
2
3
4

遠

賀

山

友

会

山
の
好
き
な
方
で
あ
れ
ば
年
齢
を
問
い
ま

せ
ん
。
日
帰
り
山
行
を
中
心
に
、
一
泊
山
行

も
あ
り
ま
す
。

▽
例
会
日
　
第
一
、
第
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
如
時
～
2
1
時
5
0
分

▽
勘
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
月
四
百
円

▽
申
込
先
　
今
古
賀
子
迫
敏
雄

㊥
（
2
9
3
）
0
6
3
1

（
闘
剛
闘
闘
囲
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
遠

賀
町
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
で
き
て
五
年
日

で
す
。
屋
外
が
訓
練
の
甥
で
、
集
団
ゲ
ー
ム

同
好
者
に
よ
り
互
に
研
銭
し
、
親
睦
融
和

を
も
と
に
、
最
大
の
成
果
展
示
会
を
目
標
に

指
導
し
ま
す
。
多
数
こ
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
自
律
一
日
曜
日
（
五
月
か
ら
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
英
公
民
館
講
義
室

▽
会
費
年
四
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
頚
木
松
本
英

田
（
2
9
3
）
ュ
8
8
9

ま
た
は
直
接
会
場
へ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

遠
賀
社
交

ダ
ン
ス
愛
好
会

ス
ポ
ー
ツ
の
馨
で
す
。
あ
な
た
も
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

ュ
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
場
　
田
園
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
体
育
館

▽
会
費
　
月
二
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
田
園
蔀
市
原
郁
子

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
楽
し
く
踊
れ
る

よ
う
に
、
一
流
の
先
生
が
初
歩
か
ら
数
え
ま

す
。
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ

ス
の
解
消
、
運
動
不
足
に
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ボ
ー

（
国
風
開
聞
開
聞
U
，
そ
の
他
結
締
㍗
▽
対
象
㌢
で
も

▽
句
　
会
毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
～
工
5
時

▽
場
　
所
由
央
公
民
館

▽
会
費
　
月
五
百
円

－
ジ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
パ
ン
ツ
な

ど
の
動
き
や
す
い
服
装
と
、
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
（
フ
ェ
イ
ス

パ
ス
）
を
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
会
　
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
円

▽
申
込
先
　
別
府
　
萬
杢
康
之

＄
（
2
9
3
）
2
8
3
1

ま
た
は
面
接
会
場
べ
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遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

努
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▽
申
込
先
東
和
苑
　
若
造
七
美
恵

禽
（
2
9
3
）
3
6
1
3

ま
た
は
宙
撰
全
焼
べ

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
〃
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▽
練
習
日
時
・
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

・
毎
月
窮
一
、
第
三
火
筒
日

1
0
時
－
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
∴
性
別
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

▽
会
婆
　
月
八
百
円

▽
申
込
先
　
屋
　
上
別
府
　
梅
田
典
子

禽
（
2
9
3
）
3
6
7
1

夜
　
虫
生
津
　
吉
野
久
幸

衝
（
2
9
3
）
1
2
6
0

中
高
年
女
性
の

健
康
体
操
教
室

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
や
ポ
ー
ル
、
タ
オ
ル
、
ビ
ー
ズ
な
ど

を
使
っ
た
柔
軟
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
気
軽
に
で
き
る
体
操
教
室
で
す
。

▽
練
習
日
　
火
曜
日
（
月
に
3
回
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
勘
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
費
月
千
円

▽
指
導
　
芦
屋
町
社
会
体
育
指
導
員

守
田
光
子
先
生

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
弓
道
を
、
あ
な
た
も
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
。
高

年
齢
者
特
に
大
歓
迎
。

▽
練
習
日
　
5
月
日
日
～
6
月
5
日
ま
で
の

月
、
水
、
金
圃
日

▽
時
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
弓
道
場

▽
申
込
金
　
千
円

▽
申
込
先
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

節
（
2
9
3
）
1
2
3
4

遠
賀
町
剣
道
連
盟

▽
申
込
先
　
4
月
ュ
7
日
（
金
）
、
1
8
時
か
ら

第
一
武
道
場
で

▽
埋
舞
上
別
府
、
石
松
∴
赦

舘
（
2
9
3
）
2
9
9
4

◎
広
漠
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
団
日

広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
4
月
1
7
日
（
金
）
、
1
8
時
か
ら

広
漠
小
学
校
体
苔
館
で

▽
聞
合
先
　
真
　
庭
賀
信
雄

▽
対
∴
象
　
高
校
生
以
上

▽
会
費
　
月
五
百
円

▽
申
込
先
教
墓
貝
会
内
遠
賀
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
甑
務
局
（
田
口
）
ま

た
は
壇
接
会
場
へ
。

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4

閣
園
開
園
園

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
7
時
5
0
分
～
1
9
時

▽
場
　
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

ジ
ャ
ズ
俺
撰
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
組
み
込
み
、
音
楽
に

合
せ
楽
し
く
動
き
ま
す
。

肩
こ
り
、
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な
ど

に
、
貴
女
も
こ
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

▽
練
習
日
時
・
毎
週
火
晒
　
広
漠
公
民
館

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時

・
毎
週
水
曜
　
勤
労
者
体
育
館

同
時
～
ュ
2
時

・
毎
週
金
曜
東
和
苑
公
民
館

1
0
時
～
ュ
2
時

▽
会
費
　
月
千
五
百
円

入
会
金
千
五
百
円

日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
武
道
。
身
体
ス
ッ

キ
リ
、
心
ス
ッ
キ
リ
。
終
身
で
き
る
唯
一
の

▽
対
　
象
　
小
学
一
年
生
以
上
。

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

◎
遠
賀
教
室

▽
練
習
日
・
毎
週
月
曜
、
金
曜
日

第
一
武
道
場

。
毎
週
火
曜
、
土
曜
日

南
中
学
校
武
道
場

・
毎
週
水
曜
、
土
曜
白

鳥
門
小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

老
若
を
問
い
ま
せ
ん
。
現
在
平
均
年
堂
ハ

十
歳
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
武
通
勤

▽
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
二
千
円

▽
申
込
先
広
漠
矢
野
諸
子

＄
（
2
9
3
）
1
3
1
0

（
聞
開
聞
開
聞
〕

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
性
別
年
齢
を
問

わ
ず
気
軽
に
で
き
、
ま
た
健
康
づ
く
り
に
よ

い
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
／

あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
／

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
場
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

広
渡
小
学
校
区

卓
球
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
毎
週
水
陶
日

▽
時
　
間
　
ュ
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▽
会
　
費
　
年
三
千
円
（
学
生
）

年
四
千
円
（
一
般
）

▽
そ
の
他
島
田
小
学
校
区
の
方
は
、
卓
球

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
し
ょ
に
練
習
を
し
て
い
ま

す。

▽
申
込
先
　
遠
賀
用
　
談
尾
修
身

衝
（
2
9
3
）
0
1
1
6
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当
ク
ラ
ブ
は
創
部
四
年
目
を
迎
え
、
徐
々

に
力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
練
習
は
週
五
日

間
、
練
習
試
合
を
月
二
回
行
い
、
小
学
生
の

ク
ラ
ブ
と
し
て
は
厳
し
い
？
ク
ラ
ブ
で
す
。

し
か
し
、
現
蔀
貝
は
、
暑
い
日
も
寒
い
日

も
へ
こ
た
れ
ず
に
ガ
ン
パ
ッ
チ
い
ま
す
。

お
も
い
や
り
の
あ
る
人
間
、
肉
体
的
・
精

神
的
に
強
い
子
を
育
て
る
こ
と
を
目
線
に
し

て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
子
と
も
は
ど

ん
ど
ん
入
部
し
て
下
さ
い
。

▽
練
習
日
通
5
日
（
火
曜
・
金
曜
休
み
）

▽
時
間
1
6
時
5
0
分
～
ュ
8
時
5
0
分
急
何

。
日
曜
、
祝
日
　
0
0
時
～
⊥
4
時

▽
場
所
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
対
∴
象
中
学
生
以
上
の
テ
ニ
ス
愛
好
者

（
全
く
の
初
心
者
は
毎
年
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
が
開
い
て
い
る
テ
ニ

ス
教
室
に
入
会
く
だ
さ
い
。
）

▽
会
費
月
五
百
円
（
高
校
生
以
下
二
百

五
十
円
）

入
会
金
五
百
円

▽
申
込
先
美
佐
馨
謹

衝
（
2
9
3
）
5
3
9
6

広
渡
　
永
松
政
利

禽
（
2
9
3
）
0
8
5
4

▽
対
∴
象
　
遠
賀
蓑
区
の
マ
マ
さ
ん

▽
会
費
月
千
円

▽
申
込
先
新
町
水
」
轟
代

＄
（
2
9
3
）
ェ
4
8
6

▽
対
象
遠
賀
南
・
豊
霞
区
の
マ
マ
さ
ん
　
▽
申
込
先
上
別
府
石
松
恵
子

▽
会
寅
月
五
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
（
2
9
3
）
4
0
ュ
5

誉
茎
を
争
争
雲
量
を
宣
誓
斉
を
争
営
農

鵬

国

民

　

年

金

醐

曽
霊
茎
意
電
卓
曇
碧
雲
雷
電
や
受
電
富
男

日
で
も
可
）

▽
場
　
所
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
∴
象
　
小
学
二
年
⊥
（
年

㊨

▽
会
費
月
千
五
百
円
（
入
会
金
、
後
援

会
費
一
切
な
し
）

▽
申
込
先
　
嶋
崎
慎
吾
（
2
9
3
）
1
2
3

4
、
夜
間
は
5
3
3
3
へ

硬
式
テ
ニ
ス
の
同
好
会
で
す
。
硬
式
テ
ニ

ス
の
好
き
な
連
中
が
讐
っ
て
、
諌
酉
や
試

合
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
現
萱
（
十
余
名
で

す
が
、
構
成
は
一
般
男
子
、
主
婦
、
独
身
女

怪
、
大
学
生
、
瑞
枝
生
、
中
学
生
と
多
彩
で

す。▽
練
習
日
時
o
毎
週
土
曜
日
　
1
3
時
～
1
7
時

初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

思
い
っ
き
り
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
日
毎
週
水
曜
、
土
瞑
目

▽
時
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
遠
賀
南
中
撃
殺
体
育
館

▽
対
象
　
高
校
生
以
上

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

▽
申
込
先
今
古
賀
子
迫
敏
捷

禽
（
2
9
3
）
0
6
3
1

▽
謀
習
白
・
毎
週
火
同
日

島
門
小
学
校
体
育
館

。
毎
週
金
曜
日

遠
賀
豊
霞
体
書
館

▽
時
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
費
月
千
円

▽
申
込
先
鬼
津
葉
子

衝
（
2
9
3
）
0
3
0
1

保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
今
言
締
付
書
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
年
金
を
受
け
る

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
な
ど
若
い

世
代
の
負
担
が
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
、

老
齢
悲
話
年
金
な
ど
の
給
付
が
円
滑
に
行
わ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き

さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
月
ま
で
の
一
年
分

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国

民
年
金
の
手
続
き
は
お
す
み
で
す

か
9サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
挟
糞
さ
れ
て

い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て

国
民
年
金
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
第
三

号
被
保
険
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
手
続
き

は
、
役
場
に
届
け
出
て
確
認
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を
忘
れ
ま
す
と
、
将

来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
上
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、

役
場
年
金
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
筒
、
金
曜
日

▽
時
間
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
時
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
遠
賀
南
軍
薫
榛
育
舘

を
四
月
に
一
括

し
て
前
納
す
る

こ
と
も
で
き
ま

す
。
前
納
す
る

と
、
年
五
分
玉

置
の
高
利
率
で

計
算
し
て
割
引

か
れ
、
毎
月
納

め
る
手
数
も
は

ふ
け
ま
す
。

▽
対
象
者
　
県
内
に
居
住
、
勤
務
す
る
÷

二
級
お
よ
び
木
造
建
築
士

▽
開
催
日
と
場
所
。
5
月
8
日
福
岡
市

・
5
月
ュ
3
日
北
九
州
市

。
5
月
如
白
久
留
米
市

▽
時
　
間
　
い
ず
れ
も
9
時
0
0
分
～
1
7
時

▽
受
話
料
　
九
千
円

▽
詳
細
福
岡
県
建
築
士
会
　
館
0
9
2

（
4
4
1
）
1
8
6
7
へ



国富室が　　　オープン 
3月28日、中央公民館の図書室が、グ　　　　寄贈図書 

ーンと広くなり、本もどっさり増えて新　　　　　　遠賀中央幼稚園保護者金殿 

装オープンしました。　　　　　　　　　　　　　　遠賀町社会福祉協議金殿 

当日は10矧こ開館のテープカットがあ　　　　週刊誌、月刊誌 

った後、開館を待ちわびていたたくさん　　　　●アサヒグラフ　　●婦人百科　　　　●趣味の園芸 

の人がドッと入館し、広く明るくなった　　　　●ぎょうの料理　　●婦人公論　　　　●ソフィア 

図書室でお目当の本をさがしていました。　　　●ミセス　　　　●レディスブテイク　●家庭画報 

午後からは腹話術や紙しぼいなともあ　　　　●ピソクツモロウ　●るるぶ　　　　●一枚の緯 

リ、訪れた人たちは楽しいひとときをす　　　　●アサヒゴルフ　　●ナンバー　　　　●クロワッサン 

こしました。　　　　　　　　　　　　　　　　●オレンジページ　●暮しの手帖　　　●ピーアンド 

開館のお手伝いをしてくださった青い　　　　●旅の手帖　　　　●壮　　快　　　　●文芸春秋 

麦の会と虹の会の皆さん、おつかれさま　　　　●囲碁クラブ　　　●釣春秋　　　　●マイコン 

でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　●日本児童文学　　●子どもと読書　　●PHP 

田園臆81囲酬高 　　言∴∴ 　　　∴日 　　揮器劇的貿峠も／ ∴＿∴∴一∴虻一一一　∴∴∴∴∴ 「∴ニ∴　．∴穆∴ 

rヽぅ � � 

；豪 放 � �＋」′ 

3月18日、町内の各小学着変で卒業式が行なわ

れました。

ちょっと大きめの学生劃皮やセーラー服に身を

つつんだ卒業生は、6年間の楽しかった思い出

を胸に・在校生や先生、父兄に送られ、学校を

あとにしました。

中学生になってもがんばろうね。

小学校で卒業式

上別府の商家天潤宮で子ともたちの入学や進
級を祝って勧学式がありました。

子ともたちは、これからも勉強がよくできま
すようにと、学問の神様に神妙な顔でお願いを
したあと、公民館に集まってみんなでついたモ
チなどをたぺながら、楽しい一日をすごしまし

た。
4月の新学期からもがんばろうね。

天満宮で勧学式



新太鼓がやってきた
コミュニティ助成事業の禍ヨ助で新太鼓が到着

した遠賀太鼓保存会。力ヽ学生をはじめ約20人の

会員は、毎週1回練習を行ない、みなさんにそ

の腕前を披露するぺく特訓中。

今年の畏まつりばらまかせとけ．〃0　とのこと

：＼∴÷詰
／困園 子 �� 

、〉＿三雲を �子 ＿＿＿三幸巧 襲欒：蘭書愁 �〈 �● 轟蟻 

．∴∴＼∴∴∴一∴ 

即∴霊灘の団蛙 

その昔、菅原道真が：太宰府に向かう途中この

上別府の地で休まれた折、里人が井戸－の水をく

み、茶をたててさしあげたという「茶の水の井

戸」が、上別痛の有志の皆さんの手で復元され

3月25日完成を祝う式がありました。

当日は竹の筒で水をくみ、神前にそなえ、遭

い平安の昔と菅原逼典公を偲びました。

茶の水の井戸を復元

走ろう大会の結果
3月8日（日）、舘4回遠賀町民体育大会走

ろう会が、総合運動公園周辺と木守折ま昼し通路
で糸も70人が参加して開催されました。参加者は

小学生から高齢者まで2キロと5キロの都に分かれ
て力走、全員が完走しました。特に今年はサッ
カークラブの小学生が多数参加して大会を盛り
上げてくれました。各郵門1位は次の通りです

個　人

［＞男子の蔀
〇万、学生3
．小学生5
。30－39歳

040－49韻

。50－5鈍轟

＞女子の部
〇万ヽ学生3

o30－・39歳

・40歳以上

4年　永楽　秀勝（広　漠）
6年　川口　俊低く松ノ本）

太田　広行（鬼　津）
田中世津五詮（遠賀川）
添田　正登（老　良）

4年　筋田　恵子（上別府）
三原　辞電工（鬼　津）
田坂三恵子（新　田丁）

団　体
・父と小学生の郵　山岡隆・夏子（虫生津）

∴∴∴∴∴∴ � �＼＼ i i 
弱図・，駆 

結董怠認1品言 ���ヽ： ；÷ ∴ � 

蟹　芋茎聖堂堅聖 　　　　　　∵1時 �＿淫‘う 

m ����� 

春の花曇りになった4月22日、第1回親と子

のウォークラリーがありました。

約200人の参加者は中央公民館をスタートし

天満宮などを通る約7キロのコースを、景色を楽

しみながら回りました。

あっちか壱こっちか寺
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続
畦
過
賞
町
文
蛍
丁
散
歩

30

古
道
を
仙
る
（
Ⅵ
）

「
福
岡
県
の
歴
史
」
に
次
の
よ
う
に
番
か

れ
て
い
る
。
I
勤
王
佐
藤
の
間
を
藩
論
が

揺
れ
動
い
て
い
た
葉
の
福
岡
藩
は
、
一
入

な
く
、
狭
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
山
腹
を
縫

う
よ
う
に
右
に
枯
れ
は
て
た
左
山
が
つ
つ
き

左
は
黒
々
と
松
が
茂
っ
た
仏
の
辻
の
森
が
、

ひ
と
魂
と
な
り
こ
こ
だ
け
は
昔
の
ま
ま
と
い

っ
た
景
色
で
あ
っ
た
。

道
は
や
が
て
倉
谷
下
池
に
出
る
。
左
手
に

下
り
白
水
川
は
水
ら
し
い
も
の
も
見
せ
ず
、

椿
事
の
下
を
流
れ
て
い
る
の
か
。

池
の
横
を
通
り
、
小
さ
な
林
の
中
に
入
っ

た
り
薮
の
横
を
曲
っ
た
り
し
て
、
山
手
線
の

道
は
鞍
手
へ
つ
つ
く
。

神
崎
か
ら
新
延
に
出
て
、
五
反
田
を
通
り

猿
田
峠
を
越
し
吉
留
に
出
る
。

歌
人
野
村
望
東
は
、
こ
の
道
を
辿
り
な
が

ら
、
美
し
い
自
然
の
姿
を
頭
の
中
に
焼
き
つ

け
て
、
歌
の
心
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

福
岡
、
平
尾
の
望
東
尾
山
荘
は
、
ひ
と
と

き
五
郷
の
か
く
れ
が
と
も
な
っ
た
し
、
加
藤

司
書
、
月
形
洗
蔵
、
中
村
丹
太
な
ど
の
志
士

も
出
入
り
し
た
こ
と
を
聞
き
、
維
新
の
大
柴

の
陰
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
、
こ
の
人
た
ち
の
敬
の
こ
と
な
ど
を

思
う
の
だ
っ
た
。

遠
賀
に
残
っ
て
い
る
望
東
の
歌
の
一
つ
を

頭
に
う
か
ぺ
、
浅
い
春
の
通
を
歩
く
。

圃
圃

六
五
年
（
慶
応
一
年
）
六
月
二
十
日
乙
丑
の

獄
で
加
藤
司
蛮
月
形
洗
蔵
ら
の
白
刃
、
斬

首
に
よ
っ
て
筑
前
勤
王
覚
は
全
滅
し
、
保
守

派
が
藩
政
を
握
っ
た
。

野
村
選
果
尼
が
姫
島
に
流
さ
れ
た
の
も
こ

の
と
き
で
あ
る
　
－

野
村
葉
尼
は
、
維
新
の
高
名
な
女
流
歌

人
で
あ
る
が
、
ひ
と
時
、
高
屋
天
満
宮
の
上

野
家
に
か
く
れ
棲
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
田
く
。
そ
れ
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ

行
っ
た
時
だ
ろ
う
か
、
な
ど
考
え
な
が
ら
鳥

越
の
道
を
西
へ
歩
く
。

音
は
こ
の
道
も
現
在
の
よ
う
な
も
の
で
は

在
っ
た
早
川
養
敬
の
と
こ
ろ
に
か
く
ま
っ

た
」
と
い
う
鞍
手
町
誌
の
記
事
を
思
い
う
か

ぺ
な
が
ら
、
道
を
神
崎
に
向
か
う
。

早
川
連
破
は
虫
生
津
の
生
れ
で
、
宗
像
の

吉
武
に
楽
手
と
し
て
育
ち
、
維
薪
後
は
新
政

府
の
要
職
に
つ
い
た
人
。

そ
の
他
に
維
新
の
五
郷
も
、
黒
崎
宿
か
ら

福
岡
を
指
し
て
通
っ
た
道
で
あ
り
、
高
杉
晋

作
な
ど
も
通
っ
た
の
だ
ろ
う
。

鞍
手
へ
の
道

あ
る
人
　
よ
の
た
め
に

国
を
き
り
た
る
時
に

花
ち
り
し
枝
に
け
さ
な

く
う
ぐ
い
す
の

こ
こ
ろ
の
う
ち
も
わ
れ

に
て
そ
し
る

望
東

（
片
山
花
御
史
）

郷
土
文
化
研
究
会
例
会

▽
日
　
時
　
4
月
ュ
8
日
（
土
）
鳩
時
5
0
分
～

▽
場
所
其
公
民
館
会
議
室

▽
講
　
演
　
遠
賀
地
方
の
昔
話

▽
講
師
芦
屋
調
教
重
安
貝
長
、
芦
屋
町

郷
土
史
会
貝
向
井
秀
雄
氏

▽
そ
の
他
無
料
。
語
源
螢
J
後
総
会
開
催
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朝の洗顔

身
体
障
害
善
の
み
な
さ
ん
へ

巡

回

相

戦

が

▽
日
　
時
　
4
月
2
2
日
（
水
）

1
0
時
～
ュ
5
時
（
受
付
は
1
4
時
5
0

分
ま
で
）

▽
場
所
遠
賀
町
英
公
民
館

▽
対
∴
象
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者
お
よ

び
戦
傷
病
者
で
相
談
の
必
要
が

あ
る
者
、
新
た
に
手
帳
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
内
部

障
害
者
は
除
く
）

▽
相
談
内
容

の
補
装
具
の
要
否
判
定
お
よ
び
適
合
判
定

の
更
生
医
療
に
関
す
る
こ
と

の
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
や
そ
の
他

福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
譜

の
身
体
陣
智
者
手
帳
交
付
判
定

㈲
粕
屋
新
光
園
に
よ
る
肢
体
不
自
由
児
の

療
育
相
談
な
ど

㈲
そ
の
他
票
霜
談
に
関
す
る
こ
と

あ
二
り
ま
す

▽
持
参
品
印
鑑
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

保
持
者
は
壬
鹿
も
持
参
の
こ
と

一
日
の
初
任
率
が
排
尿

だ
と
す
る
と
、
次
の
仕
雷

は
洗
顔
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
鏡

に
映
る
自
分
の
顔
を
観
察

し
て
、
ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ア
ル
バ
ム
の
古
い
写
真

壱
見
る
ま
で
も
な
く
、
十
年
も
だ
て
は
人
間

の
顔
は
か
な
り
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変

化
は
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
の
上
に
で
き

上
が
っ
た
も
の
な
の
で
だ
れ
も
毎
日
の
変
化

に
は
な
か
な
か
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。

心
配
面
が
あ
る
と
き
の
顔
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
顔
が
心
身
と

も
に
調
子
の
良
い
と
き
の
顔
な
の
か
を
知
る

◎
期
　
日
　
4
月
2
7
日
（
月
）

▽
時
間
1
3
時
5
0
分
～
L
5
時
5
0
分

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
妊
産
婦

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
万
、
沐
浴
指
導

▽
持
参
晶
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

▽
料
金
　
無
料

し
か
し
、
ふ
つ
う

で
は
気
つ
か
な
い
よ
う

な
少
し
ば
か
り
の
変
化

で
も
、
日
ご
ろ
の
わ
ず

か
な
努
力
で
正
確
に
見

い
た
せ
る
よ
う
に
な
り

ます。

鏡

の

前

で

百
　
面
　
相

闘士

頭
の
変
化
で
見
分
け
る

健

康

状

態

顔
全
体
に
つ
い
て
よ
く
観
察
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
口
を
開
け
た
り
閉
じ
た
り
、
百
面
相

を
鏡
の
前
で
や
っ
て
み
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
毎
日
同
じ
顔
を
し
て
い
だ
と
思
っ
て
い

た
自
分
の
頭
が
、
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

給
料
日
の
朝
の
顔
、
寝
不
足
の
と
き
の
顔

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
目
の
卸
き
ゃ
眼
球
の
白
い
部
分

の
色
、
目
の
周
囲
の
状
態
、
皮
膚
の
色
や
つ

や
な
ど
を
ふ
だ
ん
か
ら
観
察
し
て
お
け
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き

ます。ま
た
、
口
を
開
け
て
鏡
を
見
れ
ば
、
舌
の

色
や
の
ど
の
周
辺
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
唇
の
色
も
毎
日
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。

親
子
が
変
だ
と
惑
じ
た
ら

生
活
態
度
の
反
省
を

化
粒
が
女
性
の
身
だ
し
な
み
だ
と
す
れ

ば
、
男
蛙
は
ひ
げ
を
そ
る
こ
と
が
日
課
で

す
。
化
粧
の
の
り
が
よ
い
と
か
、
カ
ミ
ソ
リ

当
た
り
が
よ
い
と
き
に
は
、
体
の
調
子
が
よ

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
毎
朝
同
じ
化
粧
品

同
じ
カ
ミ
ソ
リ
を
使
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う

も
調
子
が
変
だ
と
い
う
と
き
に
は
、
前
日
の

生
活
や
睡
眠
時
間
と
の
関
係
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

わ
ず
か
な
変
化
を
す
く
病
気
と
勘
適
い
し

た
り
、
あ
わ
て
て
医
者
の
所
に
か
け
つ
け
る

前
に
、
前
日
の
生
活
態
度
を
反
省
し
て
み
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

指
導
　
－
　
青
山
　
真
底

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



膚 下 調の逮繊調豊麗待暮轟
希書ICよっては時間中途からの参加ができはかったり、また、

めて、連れはいよう化しましょう．
僧の参加者IC迷惑を心持たりします．事的こ裏

日 �〃 �行　事　内　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時問など �幹　細 

18 �土 �狂犬病予防接種 � �役場車節前 �保健衛生係 �犬を飼っている人 料金は一頭につき4，000円 � 

22 �水 �身体障害者巡回相談 �（受付は 14：30まで） �中央公民館 �福　祉　係 �この機会をこ利用ください �9ページ 

23 �木 �心、配∴こ　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協議会 �秘密はかたく守られます � 

26 �日 �町費・町旗遵∴挙 投　　票　　日 � �各投票所 �・種筆書H 委員会 �自らの心で決めるこの一票 �2ページ 

27 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

これからが人生ク　老人大学講座受講生募集 
＞開話者i遠賀中間地区老人大学爺座運営委進上∴♭学習内容（コース、時間など） 「譲二：畿1「 社会見学の交通費の一都をお顔いす＞問い合せ教育委員会社会教育課 ることがあ。ます。）衝く柳3〕1234 

iあそぴにおいでよ 

海の中道海浜公園から 
・◎海浜公園フェア（5月3日－5日） 

園芸植物・苗木、園芸資材の即売や志賀 
島特産の海事毒物の販売 

◎公園の無料開放 
5月5日　こどもの入園料無料 
5月17日　経イ豚怪進運鰍こちなみ、大人、 

こどもの入園料無料 

おわびと訂正

広報2月10日

号2ページの消
防団第2分国別
分団長は「舛添
忠臣」さんの誤
りでした。おわ

びして自丁正：しま

す。

玄海グリーンマラソン大会参加募集 

潮の引いた潜で「素足で走ろう、渚とあなたが 
主役です」が合言葉です。 

3∴D幻関　目　5月10日（日）、雨天決行 
・　＞会　場　玄海町さつき松原海常 
’　＞趣　目　小学生の部1．5鳥から、16酸以上の部7 

展着まで6種目 
・　＞申込先　5月6日までに、玄海町江口965の2、 

玄海町B＆G海洋センターへ 

急募「鯉のぼり」

5月5日の子とも祭りに使用

しますので、不要になった「鯉

のぼり」をこ寄附ください。

教育委員会社会教育課へお冠

話をお願いいたします。

gB C293）1234

大好きな

おとうさんの絵募集

「父の日」特集として、大好きなおとうさ
んの絵を募集しています。対象は小学生未満
のお子さんです。絵の表に　○簡単なおとう
さんの紹介文　○絵を描いた人の住所と氏名、

年齢を副、て、5月20日までに役場広報係へ
申し込んでください。


